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Ⅰ 調査の概要 
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１．調査の目的 

この調査は、同和問題をはじめとする人権問題に関する県民の意識を把握し、今後の人権啓発を進める上での基

礎資料を得るために実施した。 

 

２．調査の内容 

（１） 人権全般について  

（２） 女性の人権について 

（３） 子どもたちの人権について  

（４） 高齢者の人権について 

（５） 障害のある人たちの人権について 

（６） 同和問題について  

（７） 外国籍の人たちの人権について 

（８） HIV 感染者等の人たちの人権について  

（９） ハンセン病元患者の人たちの人権について 

（10） 犯罪被害者等の人権について 

（11） インターネットによる人権侵害について 

（12） 性的少数者等の人権について 

（13） 刑を終えて出所した人の人権について 

（14） 北朝鮮当局によって拉致された被害者等の人権について 

（15） その他の人権問題について 

 

３．調査の方法 

（１） 調査地域 群馬県全域  

（２） 調査対象 群馬県在住の 18 歳以上の男女個人 

（３） 標本数 3,000 人  

（４） 抽出方法 層化二段無作為抽出法 

（５） 調査方法 郵送配布、郵送及び専用Web サイトによる回収 

 （はがきによる督促 1 回） 

（６） 調査期間 令和 4 年 11 月 22 日（火）～12 月 9 日（金） 

（７） 調査機関 株式会社東京商工リサーチ 前橋支店 

 

４．回収結果 

配布数 回収件数 有効回収件数 有効回収率 

3,000 人 1,346 人 1,346 人 44.9％ 
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５．調査結果のみかた 

（１） 集計は、単純集計と設問間クロス集計を行った。  

（２） 設問間クロス集計は、回答者の属性を基本として、以下の項目で行った。 

①性別  

②年代別  

③性・年代別  

④職業別  

⑤地域別  

⑥被差別経験の有無別（問 3） 

また、属性とは別に、必要に応じクロス集計を行った。 

（３） 図表中の「ｎ」は、回答者総数を表す。  

（４） 調査結果の比率は、その設問の回答者総数（ｎ）を基数とし、小数点第 2 位を四捨

五入して算出している。そのため、端数処理の関係で合計が 100％にならない場合があ

る。 

（５） 複数回答の設問の場合、回答比率の合計が 100％を超える場合がある。 

（６） クロス集計の結果の記載にあたり、分析軸となる項目（性別、性・年代別など）の「無

回答」は掲載を省略している。そのため、分析軸となる回答者数の合計は、全体の数と

一致しない。 

（７） 選択肢の語句が長い場合、本文中、表やグラフで省略した表現を用いている場合がある。 

（８） 経年比較をするため、可能な範囲で平成 2 年度（前々々回）、平成 12 年度（前々

回）、平成 22 年度（前回）に実施した調査の結果を掲載している。 

（９） 参考の資料として、平成 29 年 10 月と令和 4 年 8 月に国が実施した「人権擁護に関

する世論調査」（以下、国調査）の結果を掲載している。 
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６．標本誤差 

本調査は、対象となる群馬県内の 18 歳以上の県民（母集団）の中から無作為に選ばれた一部の人（標本）

について調査を行う標本調査である。 

標本調査では、標本から母集団における数値を推定する際に誤差がともなう。 

標本で生じた標本誤差（ｂ）はおおよそ下表の通りである。 

 

 

 

 

 

※母集団数は、「群馬県統計情報提供システム」の「群馬県の年齢別人口」（令和 4 年 10 月 1 日現在）に

基づき、1,605,586 人とする。 

 

■標本誤差の範囲 

 

 

 

 

  

表の見方：ある設問の回答者が 1,346 人であり、その設問中の選択肢の回答比率が 50％であった

場合、誤差が±2.7%になる確率は 95％である。 

ｂ：標本誤差  Ｎ：母集団数  ｎ：比率算出の基数  Ｐ：回答比率 

1,346 ±0.5% ±1.6% ±2.1% ±2.4% ±2.6% ±2.7%

1,000 ±0.6% ±1.9% ±2.5% ±2.8% ±3.0% ±3.1%

500 ±0.9% ±2.6% ±3.5% ±4.0% ±4.3% ±4.4%

250 ±1.2% ±3.7% ±5.0% ±5.7% ±6.1% ±6.2%

100 ±2.0% ±5.9% ±7.8% ±9.0% ±9.6% ±9.8%

50 ±2.8% ±8.3% ±11.1% ±12.7% ±13.6% ±13.9%

80％
または
20％

70％
または
30％

60％
または
40％

50%

回答
比率

99％
または
1％

90％
または
10％基数
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７．回答者の属性 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 【地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ=1,346

女性

53.0%

男性

45.0%

選択しない

1.6%

無回答

0.3%

n=1,346

3.3 3.1 3.9
5.2

6.8
8.7

10.8
9.5

12.6
10.8

14.6

10.6

0.1

0

5

10

15

20
（％）

ｎ=1,346 農林漁業

（農林漁業の業主、

及び家族従事者）

3.2%

自営業

（商工サービス業、

土木建築業、

自由業などの業主、

及び家族従事者）

8.5%

公務員、教員

4.8%

勤め人

（企業、各種団体に

勤めている者）

32.5%

臨時、パートの勤め

（３．～４．とは無関係に

臨時・パートの人）

17.9%

学生

1.9%

家事専業

14.8%

職業に就いていない

16.0%

無回答

0.4%

ｎ=1,346

県央地域

（前橋市、伊勢崎市、
玉村町）

28.0%

県西地域

（高崎市、藤岡市、
富岡市、安中市、上野村、

神流町、下仁田町、

南牧村、甘楽町）
31.0%

県東地域

（桐生市、太田市、
館林市、みどり市、

板倉町、明和町、

千代田町、大泉町、
邑楽町）

28.5%

県北地域

（沼田市、渋川市、榛東村、

吉岡町、中之条町、長野原町、

嬬恋村、草津町、高山村、

東吾妻町、片品村、川場村、

昭和村、みなかみ町）

12.3%

無回答

0.2%

18～

24歳

25～

29歳

30～

34歳

35～

39歳

40～

44歳

45～

49歳

50～

54歳

55～

59歳

60～

64歳

65～

69歳

70～

74歳

75歳

以上

無

回

答

3.9 2.9
4.1

5.3
6.9

9.1

12.6

9.5
11.2 10.8

13.4

10.2

2.5 3.3 4.0 5.1
6.8 7.9 8.7

9.9

13.9

10.7

16.2

11.1

0

5

10

15

20 女性（ｎ=714）

男性（ｎ=606）


